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義務教育学校・協和地区準備委員会 第３回ＰＴＡ部会議事要旨 

 

■開催日時 令和８年１月 16日（金）午後７時 00分～午後８時 15分 

■開催場所 協和コミュニティセンター 

■出 席 者  ＰＴＡ部会委員 14名（欠席３名） 

【教育委員会】事務局職員(義務教育学校整備課) 

 

■会議経過（概要） 

１ あいさつ【兼村部会長】 

 

２ 前回の振り返り 

 

３ 議  事 

⑴ グループワークでの意見について 

前回のグループワークであがった意見について、事務局からの見解も踏まえて、委員で協議

していただきたい。 

【全体について】 

・昔からの通学路沿いに停留所があった方がいい。 

・停留所は自家用車が停められやすい場所がよい。 

・遠い子をスムーズに運ぶ。 

（事務局見解）⇒ 乗降場所は通学路沿いを基本とする。 

乗降場所までは徒歩での通学を基本とするため、自家用車が停められるか

場所があるかどうかは必須条件にはしない。 

【小栗地区】 

・小栗小学校の中で転回できれば良い。 

・（小栗整理地辺り）この辺りはどうする？ 

・小栗の下小栗、整理地（西）の子たちの停留所 

（事務局見解）⇒ 小栗小は、借地がないので、利活用方法が決まるまでの間は、防犯上、門

を施錠するため、バスの転回に敷地を使えるかは検討が必要。また、利活用

の内容によっては敷地を利用できなくなる可能性があるため、小学校の敷地

はなるべく避けた方がよいと考えている。 

⇒ 検討事項② 

【新治地区】 

・新治の井出蛯沢（北）の子たちの停留所 

・井出蛯沢停留所必要では？ 

・横塚地区 バス停ほしい。 

・三郷にも停留所がほしい。 

・東西も考慮してバス停を考えてほしい。 

⇒ 検討事項③ 
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【古里地区】 

・小学校校庭は使えないのか？古里小はだめ？ 

・古里小は借りている土地。 

（事務局見解）⇒ 古里小（新治小）は借地があり、閉校後は地権者へ返還する予定のため、

利用は難しい。 

【横塚】（筑西幹線道路の県道 149号（横塚真壁線）との交差点） 

・混む。右折レーンほしい。 

・右折レーンをつくってほしい。 

・横塚の十字路こむ。 

（事務局見解）⇒ 関係機関に確認したところ、「歩道整備事業は完了し、今後交差点改良事

業によって右折レーン等の整備を実施するが、現在は予定なし。」 

【門井】 

・門井の信号 市の方でなんとかならないか？ 

（事務局見解）⇒ 関係機関に確認したところ、「右折レーンがないと右折信号は設置できな

い。以前も要望があって、県警本部とも現地確認を行ったが、見送られた経

緯があり、かなり難しい。」 

【その他】 

・（候補地Ｃ周辺）進入路狭い 

（事務局見解）⇒ 南側の道路が一部狭い。乗降場所の案が固まってきたら、警察やバス関係

者等の意見も聞いて、ルートを検討する。 

【バスルート】 

・小栗は２路線？ 

・バスのコースが何コースになるか。 

・何箇所通行していくか。 

【バスの種類】 

・バスの大きさ。 

・マイクロバスの方が小回りがきいてよい。 

【利用児童について】 

・今、場所を決めても４～５年後児童がいるのか？ 

・開校時、中学生になる？ 

（事務局見解）⇒ 明野五葉学園のときは、「①乗降場所決定 ②開校の前年に利用希望調査 

③調査結果の各乗降場所の利用人数からバスの大きさ・ルートを決定」とい

う流れで進めた。乗降場所を決めれば、R8年度の予定児童数でのバスの大き

さ・ルート案は作成することは可能。 

【その他】 

・バスと自転車危ない？ 

・雨の場合、保護者の送迎は？ 

（事務局見解）⇒ 想定する通学時間帯の通学路の状況や雨天時の協和中学校付近の様子など

を確認する。 
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＜質疑応答＞ 

特になし 

 

 

⑵ スクールバス乗降場所の検討事項について 

① スクールバス乗降場所候補地について 

第２回ＰＴＡ部会のグループワークで、乗降場所の例としてあげた９か所（候補地Ａ～Ｉ）

を、スクールバス乗降場所（ＰＴＡ部会案）の候補地としてよいか。 

なお、候補地はまだ地権者等への確認はしていない。ＰＴＡ部会の了解を得てから、確認・

交渉を進める予定。 

 

＜委員からの意見＞ 

・ 候補地Ｆの周辺の道路は狭いが、バスは入れるか。 

⇒ 現地を確認したが、大きいバスは難しいかもしれないが、想定利用人数も多くないの

でマイクロバスであれば可能ではないかと思う。 

・ 候補地Ｄは、想定利用人数が多いが、周辺道路が狭いので大型バスは入れないと思う。 

⇒ 中型バスやマイクロバスで２台に分けることになると思う。別の場所にもう一か所乗

降場所を設置して分散させるという考え方もある。 

・ 候補地Ｂは、開校時点で小学生がいない可能性がある。 

⇒ 現在、Ｒ８年度の児童の情報しかないので、今後開校時点まで児童が増えるかどうか

がわからない。後から慌てて探すよりは一度候補地としておいて、いなければ使わない

と考えている。 

・ 候補地Ａの辺りや小栗地区内に大型禁止の道路があるので、確認しておいた方がいい。 

 

 

② 小栗地区の乗降場所について 

・ ①の案に加えて、小栗地区（下小栗地域）に乗降場所を追加して設置した方がよいか。 

 

＜委員からの意見＞ 

・ 下小栗や整理地辺りからだと一番近い候補地Ｄでも遠いと感じる。 

・ 候補地Ｄと分散させる意味もあるなら、追加してもいいと思う。 

 

 

③ 新治地区の乗降場所について 

・ 井出蛯沢地区、横塚地区、三郷地区に乗降場所を設置した方がよいか。 

 

＜委員からの意見＞ 

・ 井出北は学校まで遠いと思う。井出南はそこまでではない。 
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・ 井出北地内は、道路があまり広くない。バスが入れるかどうか。 

・ 大関橋からの道路は交通量があって危ない。 

・ 小栗方面に歩く方が安全かも。 

・ 下小栗に乗降場所を設置するなら、そちらに行くということではどうか。 

・ 学校から道のり３km以内に概ね収まっている。 

・ 横塚公民館は入る道路が狭い。 

・ あればあっただけ利用者にはいいとは思うが、近すぎる場所に乗降場所を作ってしま

うと、設置基準があいまいになる。 

・ ちょうどいい距離に乗降場所に適した場所がなさそう。 

・ 保護者説明会などで意見を聞いてから改めて検討してもいいのでは。 

 

 

＜結果＞ 

・ 乗降場所候補地のＰＴＡ部会案は、①の候補地９か所に、下小栗地区１か所を追加し

た計 10か所とする。 

 

＜事務局から＞ 

・ 次回の会議までに、事務局で地権者や警察等と連絡をとって、候補地 10か所が乗降場

所として使用可能かを確認しておく。 

・ 警察に確認したところ、新たな信号設置は難しいが、横断歩道であれば可能性はある

とのことだった。乗降場所付近等で気になる箇所があれば、随時情報提供いただきたい。 

 

 

４ そ の 他 

⑴ 次回の会議予定 

・令和８年６月以降 

 

⑵ その他 

  〇準備委員会の今後の予定 

   ・幹事会 令和８年２月 17日（火）午後６時 30分～ 

   ・全体会 令和８年５月頃 

 


